
お
問
い
合
わ
せ
︱
︱
島
根
県
民
会
館
チ
ケットコー
ナ
ー　
﹇
電
話
﹈ 0
8
5
2
︱
22
︱
5
5
5
6 （
9
時
︱
18
時
）　

第
2・4
月
曜
、12
月
29
日
︱
1
月
3
日
休
館

教を
し
えの
鎚つ
ち

を
、は
つ
た
と
打
て
ば
、ち
や
う
と
打
つ
。

　
　
　
　
　
ち
や
う
ち
や
う
ち
や
う
と
打
ち
重
ね
た
る
鎚
の
音
、

　
　
　

天
地
に
響
き
て
、お
び
た
た
し
や
。︱
︱ 「
小
鍛
冶
」

春は
る

霞が
す
みた
な
び
き
に
け
り

　
　

久ひ
さ
方か
た
の
月
の
桂
の
花
や
咲
く
。

　
げ
に
花
か
づ
ら

　
　
　
色
め
く
は
春
の
し
る
し
か
や
。

　
　
　
　
　
　

︱
︱ 「
羽
衣
」

　

能 

羽は　

衣ご
ろ
も  

井
上 

裕
久 
観
世
流

 

和
合
之
舞

 

狂
言 

太た

刀ち

奪う
ば
い 

茂
山 

七
五
三 

大
蔵
流

 　

能 

小こ

鍛か

冶じ

  

井
上 

裕
久 

観
世
流

 

白
頭

島
根
県
民
会
館
耐
震
リニュー
アル
記
念

　

能 

羽は　

衣ご
ろ
も  

井
上 

裕
久 

観
世
流

 

和
合
之
舞

 

狂
言 

太た

刀ち

奪う
ば
い 

茂
山 

七
五
三 

大
蔵
流

 　

能 

小こ

鍛か

冶じ

  

井
上 

裕
久 

観
世
流

 

白
頭

平
成
29
年

   

1
月
29
日
日   

島
根
県
民
会
館 

大
ホ
ール 

開
場
13
時 

開
演
13
時
30
分

全
席
指
定（
税
込
） 

Ｓ
席
4
5
0
0
円 （
大
学
生
以
下
２
２
０
０
円
） 

 

Ａ
席
3
5
0
0
円 （
大
学
生
以
下
１
７
０
０
円
）(

)

10
月
29
日
㊏ 

チ
ケッ
ト
一
般
発
売

主
催
︱
︱
公
益
財
団
法
人
し
ま
ね
文
化
振
興
財
団（
島
根
県
民
会
館
）、島
根
県
、Ｔ
Ｓ
Ｋ
山
陰
中
央
テ
レビ　

後
援
︱
︱
島
根
県
教
育
委
員
会
、松
江
市
教
育
委
員
会　
　
協
力
︱
︱
島
根
県
邦
楽
連
盟
、松
江
市
文
化
協
会
、松
江
邦
楽
連
盟

 

新
春

能
楽
公
演

島
根
県
民
会
館
耐
震
リニュー
アル
記
念

 
新
春

能
楽
公
演

主
催
︱
︱
公
益
財
団
法
人
し
ま
ね
文
化
振
興
財
団（
島
根
県
民
会
館
）、島
根
県
、Ｔ
Ｓ
Ｋ
山
陰
中
央
テ
レビ　
　

後
援
︱
︱
島
根
県
教
育
委
員
会
、松
江
市
教
育
委
員
会

協
力
︱
︱
島
根
県
邦
楽
連
盟
、松
江
市
文
化
協
会
、松
江
邦
楽
連
盟

お
問
い
合
わ
せ
︱
︱
島
根
県
民
会
館
チ
ケットコー
ナ
ー　

 

﹇
電
話
﹈ 0
8
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2
︱
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5
5
5
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9
時
︱
18
時
）　

第
2・4
月
曜
、12
月
29
日
︱
1
月
3
日
休
館

平
成
29
年

   

1
月
29
日
日   

島
根
県
民
会
館 

大
ホ
ール 

開
場
13
時 

開
演
13
時
30
分

全
席
指
定（
税
込
） 

Ｓ
席
4
5
0
0
円（
大
学
生
以
下
２
２
０
０
円
） 

 

Ａ
席
3
5
0
0
円（
大
学
生
以
下
１
７
０
０
円
）(

)

10
月
29
日
㊏ 

チ
ケッ
ト
一
般
発
売

祝
！ 「
出
雲
國
た
た
ら
風
土
記
」

日
本
遺
産
認
定

祝
！ 「
出
雲
國
た
た
ら
風
土
記
」

日
本
遺
産
認
定



県民会館有料駐車場

島根県庁東庁舎駐車場
センチュリービル

タウンプラザ
しまね

島
根
県
庁

島根
ふるさと館

山陰中央ビル

サンラポー
むらくも

松江城 満車の際はこちらもご利用下さい

一畑殿町
駐車場

大手前駐車場

島根県民会館

JAビル

浦
部 

幸
裕

浦
田 
保
親

後
見

能

太た

刀ち

奪う
ば
い 狂
言

田た

村む
ら 仕

舞
能

小こ

鍛か

冶じ  解
説  

鑑
賞
の
た
め
に

吉
浪 

壽
晃

橋
本 

光
史

勝
部 

延
和

後
見

附
祝
言

松ま
つ

風か
ぜ

高た
か

砂さ
ご

Ｓ
席
4
5
0
0
円 （
大
学
生
以
下
２
２
０
０
円
）

Ａ
席
3
5
0
0
円 （
大
学
生
以
下
１
７
０
０
円
）

⦿
両
サ
イ
ド
や
Ａ
席
の
一
部
等
は
部
分
的
に
見
え
づ
ら
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
の
う
え
お
求
め
く
だ
さ
い
。

⦿
大
学
生
以
下
の
券
は
25
歳
以
下
の
学
生
が
対
象
で
す
。島
根
県
民
会
館
チ
ケッ

ト
コ
ー
ナ
ー・
島
根
県
民
会
館
オ
ン
ラ
イ
ン
チ
ケッ
ト
、ロ
ー
ソ
ン
チ
ケッ
ト
、チ
ケッ
ト

ぴ
あ
の
み
で
販
売
い
た
し
ま
す
。公
演
当
日
に
年
齢
の
わ
か
る
身
分
証（
学
生
証
や

保
険
証
な
ど
）が
必
要
で
す
。

⦿
車
椅
子
ご
観
劇
エ
リ
ア
・
磁
気
ル
ー
プ
補
聴
器
対
応
エ
リ
ア
を
ご
希
望
の
方
は
、

島
根
県
民
会
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⦿
未
就
学
児（
6
歳
未
満
）の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

⦿
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
ま
す（
1
月
22
日
日
ま
で
に
要
予
約
）。

10
月
29
日
㊏ 

チ
ケ
ッ
ト
一
般
発
売

プ
レイ
ガ
イ
ド 

【
松
江
】 島
根
県
民
会
館
チ
ケ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー

 

今
井
書
店
グル
ー
プ
セ
ン
タ
ー
店
、プ
ラバホ
ー
ル 

【
出
雲
】 ア
ツ
タ
楽
器
、ゆ
め
タ
ウ
ン
出
雲

 

今
井
書
店
出
雲
店 

【
米
子
】 米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

 

ア
ル
テ
プ
ラ
ザ（
米
子
天
満
屋
4
階
） 

【
全
国
】 島
根
県
民
会
館
オ
ン
ラ
イン
チ
ケッ
ト

 

ロ
ー
ソン
チ
ケッ
ト（
L
コ
ー
ド
６
１
９
４
７
）

 

チ
ケッ
ト
ぴ
あ（
Ｐコ
ー
ド
４
５
４
︱
５
１
６
）

能楽鑑賞事前講座 鑑賞のポイントなどを
解説していただきます

講師――井上 裕久（能楽師・観世流シテ方）

1月14日㊏13時30分―15時 島根県民会館 大会議室
参加無料（チケットをお持ちでない方も参加できます）

P県民会館駐車場
（有料・24時間営業）
収容台数95台/30分100円
⦿県民会館有料駐車場、一畑殿町駐車
場、大手前駐車場をご利用の方は3時
間相当の割引サービスをいたします。割
引には駐車券が必要です。⦿土曜・日
曜・祝日は島根県庁と島根県東庁舎駐
車場が開放されます（催し等で利用でき
ない場合もございます）。

⃝駐車可能台数には限りがございますので、公共交通機関でのご来場をお勧めします。
⃝JR松江駅よりバス約10分（「県民会館前」下車）

︱
︱
︱
︱ 

休
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二
十
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︱
︱
︱

浦
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史
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昭
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敬
介

太
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大
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大
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史
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浅
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橋
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擴
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郎

勝
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延
和

橋
本 

光
史

地
謡

原

 

大

三
条
宗
近

島
田 

洋
海

主
人

松
本 

薫

通
者

岡

 

充

橘
道
成

岡
 

充

漁
師
白
龍

島
田 

洋
海

宗
近
の
従
者

茂
山 

七
五
三

太
郎
冠
者

井
上 

裕
久

稲
荷
明
神

井
上 

裕
久

天
女

浦
田 

保
親

住
吉
明
神

久
保 

信
一
朗

坂
上
田
村
麿

塩
谷 

恵

松
風

白
頭

羽は

衣ご
ろ
も

和
合
之
舞

ク
セ

 

終
演
予
定
16
時
30
分
頃島根県民会館 〒690-0887 松江市殿町158番地 ［電話］ 0852︲22︲5556

演
目
紹
介

小こ

鍛か

冶じ

⦿
小
鍛
冶（
刀
工
）の
三
条
宗
近
は
、

一
条
の
帝
か
ら
剣
を
打
つ
よ
う
命

じ
ら
れ
ま
す
。し
か
し
、良
い
相
槌
を
打
つ
者
が
見
つ
か
ら

ず
、氏
神
で
あ
る
稲
荷
明
神
へ
祈
願
に
出
か
け
ま
す
。す
る

と
一
人
の
童
子
が
現
れ
、剣
に
ま
つ
わ
る
故
事
や
日
本
武

尊
と
草
薙
剣
の
由
来
な
ど
を
語
り
、そ
れ
ら
に
劣
ら
ぬ
剣

を
打
つ
た
め
、神
通
力
に
よ
っ
て
力
添
え
す
る
と
言
い
残
し
、

稲
荷
山
に
消
え
て
い
き
ま
す
。⦿
宗
近
が
剣
を
打
つ
準
備

を
整
え
る
と
、稲
荷
明
神
が
狐
の
姿
で
現
れ
、相
槌
と
な
っ

て
共
に
剣
を
打
ち
、表
に「
小
鍛
冶
宗
近
」、裏
に「
小
狐
」

と
銘
を
入
れ
、勅

使
に
名
剣「
小
狐

丸
」
を
捧
げ
、再

び
雲
に
乗
り
稲

荷
山
へ
と
帰
っ
て

行
き
ま
す
。
⦿
今

回
は
、年
を
経
て

神
通
力
を
得
た

狐
を
表
す〈
白
頭
〉

と
い
う
演
出
で
上

演
し
ま
す
。

太た

刀ち

奪う
ば
い

⦿
北
野
神
社
へ
参
詣
に
出
か
け
た

主
人
と
太
郎
冠
者
は
、よ
い
太
刀

を
持
っ
た
男
を
見
つ
け
、そ
の
男
の
太
刀
を
奪
お
う
と
計
画

し
ま
す
。太
郎
冠
者
は
、市
の
店
々
を
見
て
い
る
男
の
太
刀

に
手
を
か
け
ま
す
が
、逆
に
脅
さ
れ
、主
人
か
ら
預
かっ
た
刀

を
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。主
人
と
太
郎
冠
者
が
刀
を
取

り
戻
す
た
め
に
男
を
待
ち
伏
せ
し
て
い
る
と
、男
が
通
り
か

か
り
主
人
が
後
ろ
か
ら
捕
ま
え
ま
す
。主
人
が
太
郎
冠
者

に
縄
を
も
っ
て
男
を
縛
れ
と
命
じ
る
と
、太
郎
冠
者
は
悠
々

と
縄
を
綯
い
は
じ

め
ま
す
。
縄
が
綯

え
る
と
、男
に
縄
を

か
け
よ
う
と
し
ま

す
が
…
。⦿「
泥
棒

を
み
て
縄
を
綯
う
」

と
い
う
諺
を
舞
台

化
し
た
狂
言
で
す
。

男
が
捕
ま
っ
て
か
ら

の
三
人
三
様
の
動

き
が
笑
い
を
誘
い

ま
す
。 羽は

衣ご
ろ
も

⦿
駿
河
の
三
保

の
松
原
に
住
む

漁
師
・
白
龍
は
、釣
り
の
帰
り
に
松

の
枝
に
掛
け
て
あ
る
美
し
い
羽
衣
を
見

つ
け
ま
す
。家
宝
に
し
よ
う
と
衣
を
持
ち
帰
ろ
う
と

す
る
と
、天
女
が
現
れ
、そ
の
羽
衣
が
な
い
と
天
上
に
帰
れ

な
く
な
る
と
嘆
き
悲
し
み
ま
す
。天
女
を
哀
れ
ん
だ
白
龍

は
、舞
を
舞
う
こ
と
を
条
件
に
羽
衣
を
返
す
こ
と
に
し
ま

す
。⦿
羽
衣
を
纏
っ
た
天
女
は
、月
の
世
界
や
三
保
の
松
原

の
景
色
を
讃
え
な
が
ら
優
美
に
舞
い
、や
が
て
富
士
山
を

見
下
ろ
し
て
空
高
く
帰
っ
て
行
き
ま
す
。⦿
有
名
な『
羽

衣
伝
説
』を
基
に
し
た
演
目
で
す
が
、能
で
は
、「
衣
を
返

し
た
ら
舞
を
舞
わ
ず
に
天
に
帰
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
」と

疑
う
白
龍
に
、天
女
は「
い
や
疑
い
は
人
間
に
あ
り
、天
に

偽
り
な
き
も
の
を
」と
答
え
、そ
の
言
葉
に
感
じ
入
っ
た
白

龍
が
自
ら
羽
衣
を
返
す
展
開
と
な
っ
て
い
ま
す
。⦿
今
回
は

〈
和
合
之
舞
〉の
特
殊
演
出
で
演
じ
ら
れ
、終
盤
劇
的
な

演
出
と
な
り
ま
す
。

着物de
お出かけ

特典
先着50名

に

プレゼント
をご用意

しています

全
席
指
定

（
税
込
）

島
根
県
民
会
館

耐
震
リニュー
アル
記
念

 

新
春

能
楽
公
演
平
成
29
年   

1
月
29
日
日   

島
根
県
民
会
館 

大
ホ
ール 

開
場
13
時 

開
演
13
時
30
分


